






















　そこで，本学での LC 導入に先駆け，アメリカにおける LC の展開を紹































（Shapiro and Levine, 1999）。また，LCは建設的な目的で教員を団結させる。
LC の構築のため協働作業する中で，教員はお互いの情報交換や刺激を受
け，教育への多様な取り組みをインフォーマルな雰囲気の中で学びあえ
る。そのため，FD との結びつきが強いのも LC の特徴である（Gabelnick 
et al, 1990; 加藤，2007）。
３．ラーニング・コミュニティの歴史
　アメリカにおける LC の歴史については，すでには，加藤（2007）が 3
段階（1920～1950，1960～70年代，1980年代以降）に分けて紹介している。








だ（ルカによる福音書　第 8 章 5 節～ 8 節）


















学内の学生寮 Adams Hall に一部の 1 年生男子を住まわせた。さらに，同
寮内に教員の研究室も設け，共同生活，「リビング・ラーニング・コミュ
ニティ」を実践した（Smith et al, 2004）。加えて，ミクルジョンは，当時
の自由選択による教養科目の履修について批判的で，カリキュラム編成
にも手を加えた。具体的には，フルタイムの学生には専門課程前のプロ




（Gabelnick et al, 1990; Smith et al, 2004）。




その後の LC のカリキュラム構成へと影響を与えていった。彼は LC の構
造やカリキュラム連携，共同体作りなどの基盤を構築した中心的存在とし



































員の協力が得られないという状態を回避できた（Smith et al, 2004）。






デルを展開していった（Smith et al, 2004）。
　ヒルは，大規模大学に見合う LC のカリキュラム構築に貢献した。大
学内のそれぞれの学部がすでに共同体であり，それぞれの共同体を尊重
しながらも，教員と学生を繋げる方法として連合 LC（Federated Learning 
Community）を展開した（Smith et al, 2004）。一方，マシューは，コミュ
ニティ・カレッジという小規模大学で LC を展開し，財政的負担の少ない












広げる役割を果たした（Smith et al, 2004）。
　アメリカ合衆国における LC の展開は，21 世紀を迎える前に全国的広が
― 　 ―93
りを見せ，公立・私立を含めた 500 以上もの大学が何らかの形で LC を採




　Geri と Kuehn は，LC の創始者たちの経験をもとに，大学での LC 成功


































生利益集団）」，「連合 LC，コーディネート学習」の 5 つである。その後，






る LC モデルを紹介する。また，それをまとめたものが表 2である。
⑴　調整されていない科目群を繋げた LC
　（Learning Communities within courses that are unmodified）











































Smith, Barbara Leigh. et al, (2004).  Learning Communitites Reforming Undergraduate Education. p70 




















　（Learning communities of  linked or clustered classes）





れた LC（Linked Learning Community）や「クラスター（Cluster）」による
LC がある。
― 　 ―97
















あるコース受講による LC（Sequential Course Learning Communities），単
独キャンパス内での複数の LC による構造（Multiple Learning Community 
Strucltures on a Single Campus），固定された内容と変容する内容による LC































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































生らもいる。（LAGCC の HP：http://www.lagcc.cuny.edu/why。参照 2010






















































LC である。新入生セミナーは，カウンセラーが担当し，他の 3 科目に加
えてチューター制度が取り込まれ，ライティング，リーディング，スピー


































　そこで，LC の発展要因として考えられる 3 つの側面から考察する。
⑴　外的要因：大学を取り巻く社会要因について









学教育にも差が生じていた（Smith et al, 2004）。こうした差を少なくする















うことだ（Smith et al, 2004）。前述したが，エバーグリーン・ステート・

















































きる点も LAGCC の LC の強みであろう。




ることをねらいにした ESL プログラムを展開している。NSH という名の
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